















氏名 菊池 嘉晃 
学位の種類 博士（国際文化） 
学位記番号 第 677 号 
学位授与の日付 2018 年 9 月 15 日 
学位授与の要件 本学学位規則第 5 条第 1 項(2)該当者(乙) 
論文審査委員 主査 教授 髙栁 俊男 
副査 教授 曽 士才 









































論文は、400 字詰め原稿用紙換算で 2,000 枚を優に超える大冊で、構成は以下の通りで
ある。やや煩雑になるが、本論文の全体像を知るうえで、目次をすべて掲載する。 
 
































第３章 在日コリアン運動の転換と帰国運動（1953 年～1955 年） 
第１節 北朝鮮帰国と日朝往来の模索 
（１）民戦の祖国訪問団・技術者派遣運動 


















































































第４節 帰国しなかった人々と在日社会の変容  













































































































































前後に分け、時系列的に整理した第 1 章～第 6 章を「第 1 部 日朝・日韓関係と『帰国問題』
の展開」、再度テーマ別にまとめ直した第 7 章以下を「第 2 部 北朝鮮の意図と帰国者をめ
ぐる状況」としてよりわかりやすい二部構成とするなど、その指摘に沿った修正が一部行
われた。 
また、公開の形で行われた本審査においては、予備審査段階からの主な変更点・追加点
の確認を踏まえ、副査・主査および会場の参加者から、若干の質問とアドバイスが提出さ
れた。質問としては、利用可能な資料や研究成果がもう少し存在しうる個別の課題に関す
るものや、従来タブー視されてきたこの研究に向き合う本人の基本的な姿勢の確認、予備
審査段階での指摘を再確認するものなどが主で、本研究の手法や結論に異を唱えるような
ものはほぼ皆無だった。また、アドバイスとしては、世界史の中で起きた他の人口移動、
たとえば日本内地にいた台湾人が 1950 年代、台湾ではなく中国大陸に大挙帰国した事例と
の類似性や、アメリカの黒人のリベリア共和国への帰還運動などが参照軸として指摘され
た。 
論文の末尾には、「残された課題」と自ら捉える諸点が挙げられている。かくも浩瀚な論
文とはいえ、今後の情勢の変化によって北朝鮮その他の未公開資料が公開されることで、
ここで論証した事実が修正や変更を余儀なくされる局面も当然あり得る。ただし、とりあ
えずは多岐にわたり事実が相当程度確定されたので、今後はそれを踏まえ、100 年を越える
在日朝鮮人史全体の中でこの北朝鮮帰国事業を適切に位置づけたり、北朝鮮帰国事業をめ
ぐる文化的な側面をより探求したりなど、本論文で果たせなかった課題の解明に向けて、
研究のさらなる進展が期待される。 
 
5.結論 
以上のように、本研究は北朝鮮帰国事業をめぐって、現時点で発表されている研究とし
てはもっとも大部かつ精緻なもので、この分野の研究進展への貢献度は大きく、今後間違
いなく多年にわたって参照されるべき大著かつ労作と言えよう。 
審査小委員会としては、本論文は博士の学位が授与される十分な根拠があるものと判定
した。 
